
神奈川県立
生命の星・地球博物館

友の会通信
カエルよ、カメよ、

『移入生物』の特集が続いています。本
誌 3 4 号 では、広谷学芸員がタイワンリス
とハクピシン、アライグマを例に「移入哺
乳類の現状」を紹介していますが、その中
に（移入哺乳類に関し）神奈川県は悪い意
味での先進県……とあります。哺乳類と同
様に、両生類やハ虫類に関しても神奈川は
先進県であるといえます。では、それぞれ
の例をみてみましょう。

両生類代表･ウシガエル
1918（大正7）年、アメリカ合衆国から試

験的に輸入されたウシガエルは、国内での
繁殖にも成功し順調に数を増やしていきま
した。
ウシガエル導入の当初の目的は、その当

時決して豊かだったとはいえない日本の食
卓 の メ ニュ ー に 新 た な 蛋 白 源 と して 「 蛙
肉」を加え、食生活を少しでも豊かにする
こ と に あ っ た よ う で す。 “ 国 ” も ウ シ ガエ
ルに注目しました。カエルの養殖事業は、
農村の副業としてうってつけだと考えたの
です。農商務省（当時）が中心となって、
北海道から台湾まで、全国の水産試験場に
ウシガエルを「食用蛙」として配布し、
「養蛙」事業を推進しました。そして、早
くも1920  (大正9 )年には民間では日本で
最初の「食用蛙養殖場」が、鎌倉郡小坂村
岩瀬（現在の大船駅東側、西念寺そば）に
開設されました。この養殖事業は順調だっ
たようですが、飼育池を囲っていた網の破
損や台風による出水などによって逃げ出し
たウシガエルが、周辺の水域に定着してい
きました。同様の現象は全国各地の養蛙場
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でも頻発し、1 9 4 0（昭和1 5）年頃には北
海 道 の 一 部 を 除 く 日 本 全 土 で 野 生 化 （ 帰
化）したウシガエルが見られるようになっ
てしまいました。
当初の目的とはうらはらに、残念ながら日

本にはカエルを積極的に食べる習慣は定着し
ませんでした。蛙の肉は、フランス料理では
エスカルゴやフォアグラと並んで高級料理の
食材の一つだそうです。そこで、国内の市場
でほとんど見向きもされなかった蛙肉の販路
を輸出に求めたのです。輸出先は主にアメリ
カ合衆国で、輸出量も年々増加していき、食
用蛙養殖事業は成功したかに見えましたが、
太平洋戦争の勃発によって輸出の道が閉ざさ
れてしまったのです。
輸出がストップされた国内の養蛙場は閉

鎖され、その結果として飼育されていた膨
大 な 数 の ウ シ ガエ ル が 各 地 に 遺 棄 （ 捨 て
蛙）されたのです。まさに、戦争が日本国
内のウシガエルの個体数増加に拍車をかけ
たのです。
日本在来で最大型種であるヒキガエルより

体重で2倍以上になるウシガエルの食欲はす
さまじく、自分より小さくて動くものなら何
でも餌にしてしまいます。同種のカエルはも
とよりのこと、魚やヘビ、さらには水鳥のヒ
ナやネズミをも捕食した記録があります。繁
殖 力 も 強 く 1 回 に 1 万 か ら 2 万 個 の 卵 を 産
み、中には年に2回産卵する個体もいるとい
います。このような移入動物が同時多発的に
日本中の水辺に出現したのです。在来の水辺
の動物相がどのような被害をこうむり、その
後の水辺の生態系がどう影響を受けたかは想
像にかたくありません。
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ハ虫類代表・ミシシッピーアカミミガメ
クサガメやイシガメは古くから子供たち

の手頃な愛玩動物として人気があり、特に
孵化後間もないイシガメの仔ガメは「ゼニ
ガメ」と称して縁日の露天などで売られて
いました。そのゼニガメに代わって登場し
たペットのニューフェースが 「 ミ ドリガ
メ」です。
ミドリガメという呼び名は、孵化して 1

年目の仔ガメの体が明るい緑色で、複雑な
美しい模様があるアメリカ大陸原産の数種
のカメの総称で、特定の種類を指すもので
はありません。ミドリガメが輸入され始め
たのは1960年代中頃からです。
飼い易く、美しい色彩をもったこのカメ

に、某大手菓子メーカーが着目しました。
ミドリガメをお菓子の「景品」にしたので
す。『お菓子の空袋を○枚送るとミドリガ
メをプレゼント』と、新聞等で大々的に宣
伝したのです。ミドリガメブームに火がつ
きました。輸入開始当初は原産地で卵から
孵ったばかりの仔ガメを一匹ずつ捕まえて
いたのですが、それでは需要に追いつきま
せん。大規模な養殖場がルイジアナ州にで
きました。ここで大量に養殖されたのが、
ミドリガメと総称されていたカメのうちの
1種で「ミシシッピーアカミミガメ」とい
う種類です。
アメリカ合衆国南部、ミシシッピー川の

中・下流域に広がる広大な沼沢地が原産で
あることと、ちょうど耳（鼓膜）の後ろの
部分に良く目立つ赤い（オレンジ色）の模
様があることからこのように名付けられた
このカメが大量に輸出され始めました。少
し古い記録になりますが、1983年にニュー
オリンズ空港から輸出されたミシシッピーア
カミミガメの仔ガメ（ミドリガメ）は1 7 0
万 匹 で す。輸出先のトップは日本で 8 6 万
匹 、 2 位 は フ ラ ンス で 2 8 万 匹 と な って い
ます。はっきりとした数字はわかりません
が、現在でも年間100万匹以上が日本に
向けて輸出されているといわれています。
「ミドリガメ」の鮮やかな緑色は、孵化

後 2 年 目 頃 か ら 失 わ れ て き ま す。 成 長 に

ミシシッピーアカミミガメ横浜・三渓園

伴って、甲羅の色は黒ずみ、気性も荒く
な って 人 の 指 に も 噛 み 付 く よ う に な り ま
す。そうなると、かわいいペットが“凶悪
なもてあまし者 ' ’ に なってしまいます。そ
して行き着く先は… ･ “・神奈川県はもとよ
り、全国の市街地の河川、神社や公園の池
でミシシッピーアカミ .ミガメが目撃される
ようになるのにさほど時間を要しませんで
した。1970年代になると、自然繁殖も確認
されるようになりました。
繁殖で増える（自然増）ばかりではく、
“捨て亀”（社会増．売れ残ったミドリガ
メをまとめて捨てていく不心得な業者もい
るようです）も後を絶たないミシシッピー
アカミミガメの個体数増加のスピードは、
日本の在来種であるクサガメやイシガメの
それとは比較になりません。そして、これ
ら3種のカメは、餌や繁殖場所などで競合
する部分も多いのです。現在のような状況
が続けば、クサガメやイシガメが日本の水
辺から姿を消してしまう日がやってこない
ともいいきれません。

経済（養殖用）動物として持ち込まれた
ウシガエル。片や愛玩動物として輸入され
つづけているミシシッピーアカミミガメ。
日本へ移入された目的は違っても、両者が
野生化へとたどった道はあまりにもよく似
ています。我々人間の身勝手さが日本の生
態系を破壊しているといっても過言ではな
いでしょう。

f…』蕊』

へ

-2-

驚

識

f へ



＜自然倶楽部＞
早川水系の文化と歴史探訪 ! P a r t 2

『秀吉と利休の歩いた道・自然観察会」報告 11.30

関口さんから説明を聞く（早雲寺にて）

紅葉の真っ盛りの箱根湯本駅。文化も歴史
も得意ではないが、好奇心だけは旺盛で参加
しました。参加者は企画普及担当（前は歴
史の先生）の関口さん、動物担当の新井学
芸員、植物担当の勝山学芸員と、あらゆるこ
とに対応できる先生方と主宰者の佐藤さん、
それに意欲満々の年配者から若い方々までの
50余人。
まずは、秀吉が後北条氏討伐の小田原攻

めの際、本陣とした早雲寺。関口さんより
「早雲寺は、戦国期の文化を東国へ導入す
る窓口的な寺であった。」 との説明があ
り、往時を偲びながら落葉の関白道から歴
史探訪が始まりました。
途中、モグラらしきものを発見。新井学

芸員より「これは、モグラの仲間で『ヒミ
ズ』と言って、体長1 0 c m位。腐葉土の中
で生活しています。」とのお話。皆と一緒
に、ビロードのような身体を、そっと撫ぜ
てみました。
利休が富士を眺めて茶を点てたと伝えら

れている山家付近では、当時と同じような
白銀の富士山が望め、一同感激の様子。湯

本カントリーゴルフ場のグリーンを通り抜
け、陽だまりを選んでの昼食タイム。
ハイキング道には、博物館で監修した「自

然を楽しむ．みち」案内板があり、そのうち
の一枚「スダジイの古木」前では、勝山学芸
員が「ブナ科植物の実は、シラカシ・マテバ
シイ等のように椀形・皿形の殻斗に包まれた
ものと、スダジイ・クリ・ブナのように全部
殻斗に包まれているものとの2種類がありま
す。」との説明を聞くと、実を探し出す人が
いたり、賑やかでした。
地元の佐藤さんは子供の頃、このスダジ

イに縄を掛けてブランコをしたり、冬は竹
スキーをしたりと石垣山一帯が遊び場だっ
たそうです。見どころ満載で、秀吉が陣場
として築いた石垣山一夜城跡に到着。関口
さんより「築城には 8 0 日 間を要し、関東
地方では初めての総石垣・天守を持つ本格
的な城でした。」とのお話。改めて、秀吉
の権力の強さを感じました。
紅葉の中、歴史あり、観察ありと楽し･く

歩いたうえに、一夜城跡では利休に因んだ
野点をいただき満足、満足！（松本洋子）

珍 し そ う に お 茶 を の ぞ く 子 供 た ち
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｢こんな所に、こんなものが…」

壁からキノ コ ！

昨秋、私をキノコ好きの人間と知っている友
人が「家の壁からキノコが生えてきたの。見
る？」という電話をくれました。「もちろん1」
と伺ってみると、吹き抜け階段の二階天井近く
の壁から小型のキノコが3本出ていました。
傘の径2～3cm、肉は薄く多少波打ち、柄

の長さ3～4cmで、傘の裏（ひだ）が黒くな
りかけているところを見ると「ヒトヨタケ
科」らしい。花柄の壁紙を破って出てきてい
るが、それにしてもこのお宅はコンクリート
建て。壁も壁紙は貼ってあるが、その下はコ
ンクリートむき出しのはずだとか。「木の無
いところになぜキノコ？」と不思議です。
近々壁紙の修理をなさるというので、紙をは

が し た 時 に 見 つ
か つ た 物 を 教 え
てくださるよう
お願いして、お宅
を辞しました。勿
論 手 に は 標 本 に
すべく、頂いたキ
ノ コ を し っ か り
持 っ て い た の は
言うまでもあり
ません。
( C , A )

今回は思いがけないキノ
コの話題が2つ来ました。
皆さんからのおたよりを
お待ちしています。

＊出川学芸員の話＊
写真を拝見する限り、ヒトヨタケ科イタチ
タケ属のキノコであろうと思われますが、家
屋の壁から壁紙を破って発生してきたという
例は聞いたことが無く、珍しいケースだと思
います。
ヒトヨタケ科のヒトヨタケでは、しばしば

道路のアスファルトを破ってキノコを生やす
ことがあり、新聞記事になったりします。キ
ノコの体はたくさんの菌糸が集まってできて
おり、菌糸体からキノコを形成するときに
は､個々の菌糸先端の膨圧が集結してものす
ごい力を出します。その結果としてアスファ
ルトなど、容易に破れてしまうのです。ヒト
ヨタケの仲間は、地上の朽木や、あるいは地
中に埋もれた朽木に菌糸体を発達させます。
そして十分に栄養を吸収しつくすと、胞子を
散布するのに適した場所に、キノコを形成し
ます。道路のアスファルトを破って地上に出
てくるヒトヨタケの場合でも、キノコの根元
の菌糸をたどっていくと、必ず、地中に埋も
れている腐朽材に到達するはずです。
このお宅は、壁紙の下はコンクリートむき

だしとのことですが、恐らくは、コンクリー
トの中に、何かしらの材木が包埋されてお
り、通気が悪いことから湿度を保ち、偶然感
染したイタチタケの菌糸が生育する温床と
なったのではないでしょうか。コンクリート
内のわずかな隙間を通って材上の菌糸が外に
向かって伸長し、コンクリートと壁紙の合間
でキノコの原基（っぽみのようなもの）形成
が進み、結果として壁紙を破ってキノコが生
えてきたのだと考えられます。キノコ（子実
体）の形成にまで至ったということは｡、発生
源の材木の腐朽は相当進んでいるものと推定
されますので、念のため、点検されることを
おすすめします。

〆
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会員からのおたより．その2

雑木林でキノコ狩り

先日、10数年ぶりに会った友達がいて、ま
あ会話のはずんだこと、はずんだこと。
そのうち、「私、キノコ狩りに行って、シイ

タケとナメコを採ってきたのよ。自然の中に
生えているナメコって見たことある？」と聞
かれ、スーパーのナメコしか知らない私は、
もう興味津々。
「ねえ、その話書いて、書いて。明日までに

メールで送って｡」と頼みましたが、「私は文
才ないから、ダメ。写真もあげるから、あな
たが書きなさい｡」で、私が書きました。

原木にまるで花が咲くように生えるナメコ

昨年10月、
仲間にキノコ
狩りに誘われ、
キノコを栽培している、ある雑木林に行った
そうです。シイタケは原木を組み合わせて育
てますが、ナメコの原木はそこらへんにころ
がしたままの状態で栽培しているんだそうで
す。そして「スーパーで見るような小さなナ
メコは採らないで、もう少し大きいのを採っ
て下さい｡」と篭を渡され、言われた通り、探
してみると、あるある。原木にまるでお花が
咲いているように、ナメコがはえているのだ
とか。それは、スーパーで売っているような
と言うより、もっととろりと、しずくがたれ
そうな、納豆のぬめぬめ感そっくりのもの
が、しっとりと落ちるような具合なんだそう
です。台風の翌日だったせいか、キラキラ輝
いてとても美しかったそうです。聞いている
私までよだれが出てきそうでした。味を聞い
たら、そりや-もう、今までで一番おいしかっ
たって。何て言ったって香りが違うと。
このナメコの菌は毎年植えなくても、何年か

は毎年生えて来るそうです。
自然ってほんとにすごい!    (Y. Y)

資料紹介「火山の国・日本の箱根シンポジウム」
箱根大涌谷自然科学館は本年3月をもって

閉館されますが、それに先立ち昨年12月、箱
根火山に関する最近の研究成果を市民に紹介
するシンポジウムが開かれました。
外輪山、中央火口丘の生成に関する新しい

知見が盛り込まれた貴重な資料です。
残部僅少 A4判 50頁頒価500円（送料別）
現物は博物館にありますので、欲しい方は

下記までご連絡ください。
問い合わせ：平田（博物館） 蛯子（友の会）
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＜ 第 8 回 植 物 観 察 会 ＞ §ご
●

＜真鶴半島の原生林・海岸植物を観よう＞ 11．27《
耀 澱 ／ 職 自 兄 剛 … … …

初めての参加に少し緊張しながら、真鶴岬
入り口でバスを降り、灯明山へのなだらかな
山道を歩いて行くと、太陽に向かって一心に
伸びるクロマツと、大空に向かって手を広げ
ているようにすくすくと育ったクスノキが何
本も見られました。あまりにも気持ちよさそ
うに、のびのびとしているその姿にみとれて
しまいました。この森は原生林ではなく、今
から3 5 0年程前に植えられたもののようで

す。「魚つき森
林」としての指
定があるこの森
は、やはり、一度
切られ、何らか
の異変があり、
森と海・魚との
関 係 を 問 い 直
し、その結果と
しての森の再生
と い う こ と だ っ
たので し ょ う
か。

＜植物観察会世話係大募集＞

一年間の試行錯誤の時期を過ぎま
した。より良い会にするため、会の
企 画 ・ 運 営 を してく だ さ る 「 世 話
係」を皆さんから広く募集いたしま
す。別刷りチラシの詳細をごらんの
上、ご応募ください。

番場浦海岸への下りの道までくると、スダ
ジイの林になります。本来、この辺りには、ス
ダジイ、タブノキが育つといいます。クロマ
ツ、クスノキの幼樹は森の中で見ることがな
かったので、長い時間の中で、この森も本来
のあるべき姿へと帰っていっているのでしょ
うか。「自然の力」に改めて強い感慨と深い安
心感を覚えると同時に、クロマツ、クスノキ
にお礼を言いたい気持ちになりました。強い
風の中で見る初冬の番場浦海岸では、ツワブ
キ、ツルソバ、イソギクなどが、とても美し
く咲いていました。
私は実のなるものが大好きなのですが、今

回は、深い青で、美しい形のヤブニッケイ、赤
い実のシロダモ、マンリョウ、トベラ、そし
て見事に実をつけた美しい紫色のオオムラサ
キシキブ、そしてなんといっても、赤とオレ
ンジとでは、とちらが甘いか確かめるため
に、たくさん食べたマルバアキグミがとても
印象的でした。次回を心待ちにしながら、3
月には、何がおいしいか調べてみたいと思い
ま す 。 （ 志 村 尚 子 ）

令 傘 芒 よ ろ し く ね
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＜友の会事務局会議報告＞
第36回 1月11日 友の会10名 博物館3名
・各企画の報告と今後の予定
・来年度の事業計画
日程や使用場所の相談をした。
・友の会総会について
役員選出、総会資料、議事進行の話合い
・開館記念行事について
日程や催し物の相談をした。
「里山物語jの上映が楽しみです。

＜地学観察会＞
箱根火山地形・地質観察会

初めての参加です。箱根はたびたび来て
おりますが、今回のようなツアーは、今ま
でうかつに通り過ぎていたものを、見直す
というか、見るべきコツというか、見方が
変わってとても勉強になりました。今はま
だ山の名前すらおぼつかないのですが、も
う少し勉強して、箱根ももっと良く知りた
くなりました。 (Aさん）
12／1、あいにく雨まじりの天候でし

たが、その分バスの中や外でも先生の話に
集 中 す る こ と が で き 、 こ れも よ か っ た で
す。ガスで遠望が利かなかったので、地形
を展望するのは又家族で晴れた日に、同じ
コ ース を ド ラ イ ブ して み た い と 思 い ま し
た。石のことはあまり詳しく分かりません
が、こういう企画だと気軽に参加できるの
で、来ました。自分では今日一日でわかっ
たことがかなり増えたと思え、うれしいで
す。(Bさん) (今回はアンケートより）

＜サロン・ド．小田原＞
1／11，「浅海の貝類調査でわかること」

と題して佐藤学芸員からお話を聞きました。
今回の主役の一群ははるか南西の西表島の
マングローブ林に住む「ノコギリガザミ」「キ
バウミニナ」「シレナシジミ」でした。皆、カ
ニや貝の仲間としては大形で迫力がありま
す。前者が後2者を捕食するので、キバウミ
ニナ、シレナシジミは草？食、陸上でいえば
草原のライオンとシマウマの関係になるのか
な。名前がすごいので後で図書館で図鑑を見
ましたら、ノコギリガザミの“ノコギリ”の
名前は甲羅の形からついたもので、殻を引き
切るのではなく割って食べるというはさみは
なるほど他のガザミに比べて大きくて強そう
です。人間にも危険なのか、市場には一々は
さみをひもで縛って甲羅に結わえつけて出す
そうです。‘‘キバ”と“シレナ”の方はわかり
ません。
食べられるものは、食べられないように、
あるいは食べられても数が減らないように工
夫します。例えばチョウセンハマグリは数は
少ないかわりに、殻を厚くしてやすやすとは
食べられないとか、後者の例だと巻貝のダン
ベイキサゴや二枚貝のバカガイは殻が薄く食
べられやすいけれども、多産し成長も早く数
で対抗しているが、一方食べる方は厚くなっ
た殻を割るために、はさみがさらに強大にな
るなど、生き物の形や生態系のバランスが一
朝一夕になったものではないというお話はよ
くわかりました。長い時間をかけて適応して
来た彼等は人の手などによる環境の急変には
なすすべがないのです。
ガザミの仲間は味がよいので食材として捕
られるそうですが、食う．食われるピラミッ
ドの頂点にいるのはいつの場合でも人間で
す。ガザミを捕食する動物もいると思います
が食物連鎖の中でどんな影響を受けているの
でしょうか。

．友の会行事報告



「
友の 会 行 事 予 定

あなたも参加してみませんか？

＜各部の会議のお知らせ＞
事務局会議：3月8日（土)13：00～
自然倶楽部：4月5日（土)13：00～

＜友の会総会＆開館記念事業＞
日時：3月21日（金) 11 :00～12 :00総会

＊詳しくは別紙で

＜第9回植物観察会＞
福寿草と芽吹きをみる宮ヶ瀬

日 時：3月7日（金）10：00～雨天中止
集 合 ： 本 厚 木 駅 改 札 口 前

神奈中臨時バス10：10発（2000円）
場 所 ： 鳥 屋 方 面
持ち物：弁当・水筒等（ハイキングの服装）
申込み：2／25までに普通はがきで事務局へ
問合せ：海原へ 

＜第10回植物観察会＞
春の草花を尋ねて

日 時：4月19日（土）9：30～
集 合 : J R 御 殿 場 線 谷 峨 駅
東海道線国府津駅発 8：40 前後便なし
同、松田発8：55小田急新松田との接続駅

行き先：大野山
持ち物：弁当、水筒他、ハイキング装備で
申込み：3／31までに普通はがきで事務局へ

初参加の方はその旨記入して下さい。
問合せ：寺井へ 

◆次回の友の会通信は、4月5日発送予定です。

行事への参加申込み方法
はがき（あるいは往復はがき）に企画名、会員番号、参力
者全員の氏名、性別、年齢、住所、電話番号を明記の上、
〒250-0031小田原市入生田499
神奈川県立生命の星・地球博物館 友の会事務局へ
TEL : 0465-21-1515  FAX : 0465-23-8846

Eメール: tomonokai@nh. kanagawa-museum. jp (新設）

＜地学観察会＞
＜房総地学特別巡検（嶺岡帯に沿って）＞
房総半島を東西に横断し嶺岡帯の岩石を

観察する 1泊 2日の研修会（小論文作成）
です。詳しくは別紙で。
日 時：2月22日（土）13：00～勉強会

2月 2 4 日（月）～ 2 5 日（火）研修会
講師：高橋直樹（千葉県立中央博物館）
申込み：往復はがきで（行事名明記）事務局へ
問合せ：蛯子へ 

＜三浦半島諸磯海岸観察会＞
諸磯から海外町へかけて隆起海岸や地層

の模様を観察します。
日時：4月13日（日）京急三崎ロ駅10 : 00̅
コース：バスで油壷入口または栄町下車、

徒歩で回り、三崎港BS15時解散
講師：田口公則（学芸員）
参加費：100円（資料代、保険料）
申込み：3／22までに、はがきで事務局へ。
問合せ：新藤へ 

＜サロン・ド・小田原＞
3月のサロン・ド・小田原は総会等がある

ため中止、来年度の予定は次号で。

一広報委員の近況-
奥野花代子／寒い季節は苦手。芽吹きから開
花、そして新緑の時期が好きです。

木村佐知子／庭の豊後梅は遅咲きで、楽しみも
長い！？

武井佐八／クワガタ、カブト他が我が家で越冬中、
私も冬眠したい。

八木 逸／忙しいです。畑のブロッコリーにも
会ってません。

横溝吉香／暮から風邪をひき、ぐずぐずとひ
きずっている。プール通いも効き目なし。

尼篝薯この本は再生紙(古紙,00%含菅)を使用しています
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